


















本稿で取り上げる 『雅語訳解』 は辞書体をなすもので 『源










る俗語の当て方や解説、 また取り上げられた見出し （ 「雅語」 ）の質などから、鈴木朖の雅語意識や具体的な学説が知られ 点で、国語学史の資料であると同時に、訳として採用された俗語から当時の話し言葉の様子が知られる点で、 国語史の資料とも るものとして興味深い資料である。筆者もこの点に注目して俗語索引を作成し 、いくつかの論をなしたことがある
（１）
。主著に比べて『国語学史』等






















































































































































































































が挙げられている。 「近刊書目」は広告であ の 、松屋善兵衛がこれらの書目の出板に何らかの形で関わったかその計画があったと考えられる。しかし、この七種の内、現存の板本
（国文学研究資料館の日本古典籍データベーによる）











の著作の出板広告を出していることから、一時期、鈴木朖と関係があったと考えられるが、現存する板本から その痕跡は見出せない。 『雅語訳解』文政三年板が現存してなければ、鈴木朖 著作との関係は見えない。松屋善兵衛とその周辺書肆の関係、鈴木朖との関係をさらに調査する必要があると考えるが、 これもすべて今後の課題としたい。注（１）
 湯浅
































 岸雅裕『尾張の書林と出板』 （ 『日本書誌学体系』八
　
平成十一年一〇月）
（ゆあさ
　
しげお・実践女子大学教授）
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【写真１】	 文政四年板	 文政三年板
【写真２】文政三年板（見返し・序）
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【写真３】文政三年板（一丁ウ・二丁オ）
【写真４】文政三年板（近刻書目・奥付）
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【写真５】文政四年板（見返し・序）
【写真６】文政四年板（近刻書目・奥付）
